
＜記入例＞ 

 様式１ 

東工大発ベンチャー称号申請書 

 

                         平成○○年○○月○○日 

 

   国立大学法人東京工業大学長 殿 

 

 

                     名 称 株式会社○○○○ 

                     代表者 ○ ○ ○ ○   印 

 

 

   国立大学法人東京工業大学の研究成果等を活用したベンチャー企業への称号の

  授与に関する規則第４条の規定により，東工大発ベンチャーの称号の授与を申請

  します。 

 

 名         称  株式会社○○○○ 

 

 

 所    在    地 

 

 

〒XXX-XXXX  Tel XXX-XXXX-XXXX 

 

 ○○県○○市○○○ ○○－○○  

 

 [事業概要] 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 

申請資格該当条項 

 

レ 第１号 □ 第２号 □ その他  

 

[規則第３条の該当するものにレを付けること。] 

 

申 請 事 由 等 

［申請資格の具備を証する 

事実，背景を説明するこ 

と。］ 

 

大学院○○研究科○○研究室で発明された○

○○○○○○に関する特許 (特許番号等を記

入)の活用を図る。 

 

定款等の内容をそのまま転記

するのではなく、「特許権等

の知的財産権」を活用してい

ることがわかる事業内容とな

るように記載してください。 

特許権等の知的財産権の活用の場合 



＜記入例＞ 

 

様式１ 

東工大発ベンチャー称号申請書 

 

                         平成○○年○○月○○日 

 

   国立大学法人東京工業大学長 殿 

 

 

                     名 称 株式会社○○○○ 

                     代表者 ○ ○ ○ ○   印 

 

 

   国立大学法人東京工業大学の研究成果等を活用したベンチャー企業への称号の

  授与に関する規則第４条の規定により，東工大発ベンチャーの称号の授与を申請

  します。 

 

 名         称  株式会社○○○○ 

 

 

 所    在    地 

 

 

〒XXX-XXXX  Tel XXX-XXXX-XXXX 

 

 ○○県○○市○○○ ○○－○○  

 

 [事業概要] 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 

申請資格該当条項 

 

レ 第１号 □ 第２号 □ その他  

 

[規則第３条の該当するものにレを付けること。] 

 

申 請 事 由 等 

［申請資格の具備を証する 

事実，背景を説明するこ 

と。］ 

 

大学院○○研究科○○研究室の研究成果であ

る○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

の活用を図る。 

 

定款等の内容をそのまま転記

するのではなく、「研究成果

等」を活用していることがわ

かる事業内容となるように記

載してください。 

研究成果等の活用の場合 



＜記入例＞ 

 

様式１ 

東工大発ベンチャー称号申請書 

 

                         平成○○年○○月○○日 

 

   国立大学法人東京工業大学長 殿 

 

 

                     名 称 株式会社○○○○ 

                     代表者 ○ ○ ○ ○   印 

 

 

   国立大学法人東京工業大学の研究成果等を活用したベンチャー企業への称号の

  授与に関する規則第４条の規定により，東工大発ベンチャーの称号の授与を申請

  します。 

 

 名         称  株式会社○○○○ 

 

 

 所    在    地 

 

 

〒XXX-XXXX  Tel XXX-XXXX-XXXX 

 

 ○○県○○市○○○ ○○－○○  

 

 [事業概要] 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 ・○○○○○○○○○○○○ 

 

申請資格該当条項 

 

□ 第１号 レ 第２号 □ その他  

 

[規則第３条の該当するものにレを付けること。] 

 

申 請 事 由 等 

［申請資格の具備を証する 

事実，背景を説明するこ 

と。］ 

 

○○○○○○○○○○○に関する技術（又は

ビジネス手法）の活用を図ることを目的として

、大学院○○研究科博士後期課程１年に在学中

の○○○○（○○研究室）（学籍番号：XXDXXXXX

X）が代表取締役として起業。 

 

定款等の内容をそのまま転記す

るのではなく、新技術又は新た

なビジネス手法を活用している

ことがわかる事業内容となるよ

うに記載してください。 

本学の学生が設立又は設立に深く関与した場合 


